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給
食
喪
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検
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…
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中
は
来
電
代
琶

雇
置
、
離
営
授
酌
を

3
中
学
校
に
給
食
ぜ
ひ

高
知
県
襲
蜜
中
根
議
員
が
求
め
る

日
本
共
産
党
の
中
根
佐

和
高
知
県
議
は
2
日
、
県

襲
三
股
質
問
に
立
ち
、

中
村
、
高
知
南
、
安
芸
の

3
県
立
中
学
校
が
給
食
を

実
施
し
て
い
な
い
問
題
な

ど
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た。
中
根
県
議
は
、
現
在
、

給
食
実
施
の
予
定
が
な
い

3
校
で
実
施
さ
れ
れ
ば
県

内
の
小
中
学
校
の
給
食
実

施
率
が
1
0
0
％
に
な
る

こ
と
も
示
し
て
、
「
成
長

馨
し
い
子
ど
も
た
ち
に
十

分
に
管
理
さ
れ
た
食
事
を

食
べ
さ
せ
、
食
の
学
び
を

推
進
す
る
こ
と
は
教
書
条

件
整
備
の
問
題
と
し
て
、

も
っ
と
重
要
視
さ
れ
る
べ

き
だ
」
な
ど
と
追
及
し
ま

し
た
。
伊
藤
博
明
教
育
長

は
、
高
知
南
中
に
つ
い
て

来
年
4
月
実
施
を
め
ざ
し

て
給
食
の
代
替
措
置
を
検

討
し
、
中
村
、
安
芸
両
中

学
校
に
つ
い
て
も
市
の
給

食
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
送

や
自
校
方
式
な
ど
を
検
討

し
て
い
る
と
答
え
ま
し

た
。
高
知
南
中
の
場
合
、

代
替
措
置
で
も
給
食
と
み

な
し
て
就
学
援
助
の
給
食

費
の
援
助
対
象
に
な
る
と

明
言
し
ま
し
た
。

中
根
県
議
は
ま
た
、
今

年
4
月
に
種
子
法
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
県
の

対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。

笹
岡
寅
文
農
業
振
興
部

長
は
「
今
年
4
月
1
日
に

高
知
県
主
要
農
作
物
種
子

生
産
要
綱
を
制
定
し
た
。

種
子
法
施
行
時
と
同
様
の

種
子
の
安
定
生
産
と
供
給

体
制
を
堅
持
し
て
い
る
」

と
回
答
。
中
根
県
議
は
簡

単
に
変
え
ら
れ
る
内
規
的

な
要
綱
で
な
く
、
条
例
を

つ
く
り
、
県
と
し
て
の
責

任
を
明
確
化
す
べ
き
だ
と

迫
り
ま
し
た
。

尾
崎
正
直
知
事
は
「
新

た
な
条
例
に
よ
ら
ず
と
も

要
綱
に
も
と
づ
い
て
優
良

な
種
子
の
生
産
、
供
給
が

で
き
る
と
考
え
て
い
る
」

と
の
べ
ま
し
た
。
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机
拐
小
官
シ
ダ
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封
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書
の
持
－
ち

一
一
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室
か
頼
め
＝
お
し
シ
タ
ー

マ
日
月
ゆ
畠
の
ご
ご
5
時
よ
り

下
軸
ゴ
ミ
ュ
三
才
セ
ン
タ
ー

日
蝕
奮
静
、
芥
裳
彰
レ

皆
さ
ん
を
ご
ん
該
萎
？
。
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暴横の民自

9
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諦
念
・
組
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港
頁
倉
卒
ビ
ギ
一
一

雑
業
雷
電
馨
の
霊
を
腎
壷
劣

重
畳
善
、
曇
を
富
二
葉
基
線

岸
の
寂
淳
驚
．
吟
経
殻
串
聖
霊
貿

宣
旨
罵
レ
・
憂
賓
童
を
露

県
民
が
重
役

④
　
診
日
向
の
今
宵

驚
け
者
粛
凌
．

含
害
三
蒙
の

立
場
憂
＜
寡
簡

石
論
軟
で
諺
坪
。

白
光
鬼
住
協
産
の

聾
、
e
孝
一

猿
楽
幹
事
の
赦
渚
・

車
法
化
．
そ
し
で
居

中
標
へ
の
エ
ア
コ
ン

馨
や
、
露

食
の
箸
麓
、
持

薬

簡

譜
苧
頭
損
の
誓

リ
ア
ル
に
霞
味
。

婁
罵
奨
警
告

り
ビ
ラ
弊
誌
封
稿
の

馨
薫
蒸
園
の

堕
夏
毛
雇
選
串
へ
．

④
抒
望
卯
の
中

舌
苔
〆
仰
ぎ
ち
か

大
い
に
驚
。

2
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竹
製
人
面

健
康
を
∠
ら
し
る
壕

で
一
撃
）
．
白
諺

俗
論
再
伸
よ
り
、

伊
∠
人
の
賃
上
げ
争

奪
定
の
香
合
露
を
！

⑦
譲
蒸
し
∠
‥

・
・
お
琴
を
つ
け
て
．


